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社長インタビュー

　「中期経営計画2012」の初年度だった昨年は、「変革へ
向かって、動く」をスローガンに、グループ全体で企業価値
の向上に取り組みました。酒類事業では、基幹ブランドで
ある「アサヒ スーパードライ」「クリアアサヒ」のブランド強
化と、新しい価値の提案による市場の活性化を進め、“エ
クストラコールド”と名づけた氷点下の「アサヒ スーパー
ドライ」を味わっていただく新しい価値提案も多くのお客
様からご好評をいただきました。また、「クリアアサヒ」は2
年連続で2桁増となり、新ジャンル市場の平均を上回る成
長を達成しました。
　その結果、当社はビール類の課税移出数量で2年ぶりに
トップシェアを獲得することができました。また、生産プロ
セスの改善による製造原価のコストダウンや生産拠点の
再編を進めるなど、経営環境に左右されない収益基盤の
強化にも取り組みました。
　次に飲料事業では、アサヒ飲料㈱の基幹ブランド「三ツ
矢」「ワンダ」「アサヒ 十六茶」のブランド強化に加えて、紅
茶飲料「アサヒ TeaO（ティオ）」を発売するなど、市場の
活性化にも取り組みました。さらに、ハウス食品㈱から譲

まず、昨年の総括をお願いします。

グループ全体で変革に挑戦し
過去最高の当期純利益を達成しました。

さらなる飛躍をめざして
新生アサヒグループを
創造していきます。
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長期ビジョン2015

自然のめぐみを、食の感動へ。
「世界品質」で信頼される
企業を目指す

目標1 売上高で2兆円～2.5兆円を達成、
グローバル食品企業トップ10入り

目標2 EBITDA／売上高比率12％以上
※EBITDA＝経常利益＋支払利息＋減価償却費（のれん等償却費を含む）

「中期経営計画2012」と「長期ビジョン2015」の概要

中期経営計画2012
長期ビジョン達成に向け、
既存事業の収益性向上を図る

■■ 酒類事業　■■ 飲料事業　■■ 食品事業　■■ 国際事業
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目標

り受けた「六甲のおいしい水」の販売も始め、8年連続
で売上箱数を更新することができました。あわせて、
ペットボトルの内製化や原材料価格の抑制を図るな
ど、収益構造改革でも計画以上の成果を上げることが
できました。
　また食品事業では、アサヒフードアンドヘルスケア
㈱、和光堂㈱、天野実業㈱の3社が持つ中核ブランド
の強化を図るとともに、主力工場の製造能力の強化を
進めるなど、次なる成長に向けた事業基盤の整備にも
注力しました。
　国際事業については、中国で青島 酒股份有限公司
との提携関係を強化し、収益性の改善を進めました。
さらに、康

カンシーフ
師傅飲品控股有限公司（以下、康師傳飲品

社）の業績拡大に取り組んだほか、中国食品大手の頂
新グループの持株会社に出資し、中国、台湾での食品
事業の基盤拡大を図りました。また、オーストラリアで
は、SCHWEPPES AUSTRALIA PTY LIMITED（以下、
シュウェップス社）で販売の強化に取り組みました。

　以上の結果、連結での売上高は1兆4,895億円、当
期純利益は531億円と10年連続で最高益を達成する
ことができ、昨年はまさに、「変革へ向かって、動く」年
にすることができたと考えています。

　売上高は、国際事業での事業売却による減収要因な
どがあるものの、飲料、食品各社の増収などによって
昨年並みの1兆4,900億円を見込んでいます。
　また利益面では、営業利益は、国際事業の黒字化
やグループ全事業で増益を見込んでおり、1,070億円

（前期比12%増）の利益確保をめざします。さらに、
経常利益は康師傳飲品社への出資比率の変更などで
持分法投資損益は減益となりますが、1,120億円（同
11%増）、当期純利益は570億円（同7%増）を見込ん

本年の業績の見通しをご説明ください。

当期純利益570億円、11年連続の
過去最高の当期純利益更新をめざします。
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I N T E R V I E W
でおり、11年連続で過去最高の当期純利益更新をめ
ざす考えです。

　まず、酒類事業については「アサヒ スーパードライ」
と「クリアアサヒ」を中心に、各カテゴリーで“強いブラ
ンド”の育成に注力するとともに、本格的な飲みごたえ
と、さわやかな後味を実現した新ジャンル「アサヒ 一
番麦」や糖質ゼロ※で爽快な飲み口の新ジャンル「アサ
ヒ ブルーラベル」を発売するなど、ビール類市場のさ
らなる活性化を図ります。一方で、製造原価のコストダ
ウンや固定費全般の効率化など、収益構造改革もさら
に進めていきます。
　飲料事業では、「三ツ矢」「ワンダ」「アサヒ 十六茶」
を中心とした成長基盤の強化やロングセラーブランド
での新価値提案を進めるほか、カゴメ㈱から譲り受ける

「六条麦茶」をラインアップに加えて成長を加速させ
ていきます。

　また、この飲料事業においては、本年1月にチルド飲
料事業を担う㈱エルビー東京と㈱エルビー名古屋を
統合しました。今後は両社の長所を合わせた商品ポー
トフォリオによる成長戦略を進め、収益性の向上を図
ります。
　さらに食品事業については、各社の既存中核ブラン
ドの強化に加えて、新商品開発や市場開拓などを積極
的に推進して売上の拡大をめざします。また、品質保証
体制の強化とともに、次世代の成長基盤の強化も進め
ていきます。
　あわせて国際事業については、中国では、当社が出
資している全拠点で有力ブランドである「青島ビール」
の受託製造を拡大することで、収益性の一層の改善を
進めます。また、頂新グループと互いの強みを活かし
た連携を進め、中国、台湾における食品事業の拡大を
めざします。一方、オーストラリアでは、シュウェップス
社の積極的なマーケティング投資による売上拡大と、
調達から販売まで全体の効率化に取り組みます。

社長インタビュー

アサヒビールダイアリー2010

ノンアルコールビールテイスト飲料「アサヒ ダブルゼロ」新発売8月3日

ハウス食品㈱からアサヒ飲料㈱へのミネラルウォーター事業譲渡契
約締結4月8日

荻田 伍、会長に就任。泉谷 直木、社長に就任3月26日

第86回定時株主総会・株主フォーラム開催3月26日

新ジャンル「アサヒ ストロングオフ」新発売3月24日

「アサヒ スーパードライ」エクストラコールド本格展開開始3月1日

カゴメ㈱からアサヒ飲料㈱への「六条麦茶」ブランド譲渡契約締結12月21日

頂新ホールディングへ出資11月19日

「生物多様性交流フェア」に出展10月
18日～29日

ノンアルコールカクテルテイスト飲料「アサヒ ダブルゼロカクテル」
新発売9月21日

新ジャンル「アサヒくつろぎ仕込＜4VG＞」新発売9月24日

P&N社との間で株式売買契約締結8月26日

アサヒダイアリー2010

ノンアルコールビールテイスト飲料「アサヒ ダブルゼロ」新発売8月3日

ハウス食品㈱からアサヒ飲料㈱へのミネラルウォーター事業譲渡契
約締結4月8日

荻田 伍、会長に就任。泉谷 直木、社長に就任3月26日

第86回定時株主総会・株主フォーラム開催3月26日

新ジャンル「アサヒ ストロングオフ」新発売3月24日

「アサヒ スーパードライ」エクストラコールド本格展開開始3月1日

カゴメ㈱からアサヒ飲料㈱への「六条麦茶」ブランド譲渡契約締結12月21日

頂新グループの持株会社へ出資11月19日

「生物多様性交流フェア」に出展10月
18日～29日

ノンアルコールカクテルテイスト飲料「アサヒ ダブルゼロカクテル」
新発売9月21日

新ジャンル「アサヒくつろぎ仕込＜4VG＞」新発売9月14日

P&N社の株式売買契約締結8月26日

では、具体的な取り組みをお聞かせください。

各事業で新価値提案・ブランド強化と
収益性の改善に取り組みます。

※ �栄養表示基準にもとづき、糖質0.5g（100㎖あたり）未満を糖質ゼロとして
います。
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　当社グループは、7月に純粋持株会社制に移行する
予定ですが、これは本年のグループ経営改革の柱とな
る取り組みです。
　単に形態を変えるのではなく、今まで以上にスピー
ドを上げた意思決定と適切な資源配分によって、新た
な成長構造を持つ事業ポートフォリオの構築に取り組
みます。また、そうした事業をマネジメントする人材育
成の強化や業務プロセスなどの見直しも進め、本格的
なグループ・グローバル経営を推進していきたいと考
えています。

　株主還元については、連結配当性向20%以上を目
安としており、昨年度も2円増配しました。本年も当期

純利益の達成度合いを見ながら増配をめざします。
　また、資金需要や財務の健全性などを鑑みながら自
社株買いも検討する考えですが、現在は事業投資を優
先して、事業基盤を強化し業績向上を図ることで株主
の皆様のご期待にお応えしていきたいと思っています。

　本年は「長期ビジョン2015」達成に向けて、本格的
なグループ・グローバル経営体制をスタートし、新生ア
サヒグループを創造していく年と位置づけています。
当社グループの全役員・全社員が一丸となってこの
チャレンジを成功させ、さらなる飛躍につなげていき
たいと思います。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の
ご支援をよろしくお願いいたします。

2011年度の業績目標　（億円）
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持株会社制に移行する狙いをお聞かせください。

本格的なグループ・グローバル経営を
推進します。

株主還元方針をお聞かせください。

当期純利益の達成度合いを見ながら
さらなる増配をめざします。

最後に株主様へのメッセージをお願いします。

グループの全役員・全社員が一丸となって
新生アサヒグループを創造します。
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特 集

長期ビジョンの
実現をめざして
Vol.1

人に焦点を
当てた経営
リーダー層の育成リ

取り組み

1
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経営た経
の育成層の

取り組み

2

201501201
長期ビジョン
2015の実現

売上高で
2～2.5兆円を達成

グローバル食品企業
トップ10入り

を

人材育成のねらい

競争力を有する
組織づくり
社員の知識・専門
能力の向上

環境変化への
組織の対応力強化

グローバル市場で活躍する
人材の育成に注力

本年の特集では、「売上高2～2.5兆円」「グローバル食品企業トップ10
入り」の達成を柱とする“長期ビジョン2015”の実現に向けた取り組み
を紹介していきます。その第1回は、昨年からスタートした人材育成の取
り組みを特集します。

リーダー層の育成こそ
グローバル化に向けた組織づくりの近道。

当社グループの明日を担うリーダー層の育成は、長期ビジョンの実現に向けた重
要な取り組みの一つです。今、私たちは成熟期に入った国内市場から成長性の高い
グローバル市場へのシフトを加速しており、そこで勝ち抜いていくためには、「人に
焦点を当てた経営」――すなわち、社員一人ひとりの知識や専門能力を高め、環境
の変化に対して柔軟かつ的確に対応できる組織をつくることが不可欠だからです。

そうした考えのもとに、当社では昨年から全社員が選抜に応募できる海外派遣プ
ログラム「グローバル・チャレンジャーズ・プログラム」や、執行役員と理事を対象と
した経営者養成プログラム「アサヒ・エグゼクティブ・インスティテュート」を立ち上
げたほか、社員の国際感覚を磨く出前授業「国際塾」も始めました。これらの取り組
みによって人材力と組織力を強化して、グローバル市場での飛躍をめざします。

若者との交流
から食文化を学ぶ

飲食店クーポンの
入手行動から若者
の生活を把握

中国各地でアサヒ
ファンクラブを結成

執行役員人事部長　丸山 高見
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特 集

長期ビジョンの
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Vol.1

人に焦点を
当てた経営
リーダー層の育成リ

取り組み

1

ーダー層

み 取り組み

2

点を焦点
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の育成層の

取り組み

2

201501201
長期ビジョン
2015の実現

売上高で
2～2.5兆円を達成

グローバル食品企業
トップ10入り

を

人材育成のねらい

競争力を有する
組織づくり
社員の知識・専門
能力の向上

環境変化への
組織の対応力強化

語学力やビジネススキル、事業運営に必要な経営基礎

知識を身に付け、異文化ネットワークを構築すること

を目的とした海外派遣プログラム。派遣先でビジネス

チャンスを調査し、その国・地域に適したビジネスプラ

ンを立案します。今後、このプログラムの経験者を海外

事業で積極的に登用していく予定です。

プログラムの概要
● 社内公募で派遣者を選抜
● 派遣期間は半年間
●  第一期は、アサヒビール㈱の海外拠点がある中国、英国、
米国など7カ国・地域に派遣

グローバル・チャレンジャーズ・プログラム
Grobal Challengers Program

今後のM&Aや新規事業の立ち上げ、グループ各社の経営革

新などでリーダーシップを発揮する人材を育成する社内大学。

対象は執行役員・理事。企業経営に関する知識を身に付けると

ともに、国際感覚を磨き、経営者として志と信念を確立するこ

とをめざします。

人事部に所属するオーストラリア人社員が講
師を務める出張型の授業。講師が全国の事
業場に出向き、欧米のビジネスマナーをはじ
め、文化や習慣、コミュニケーションのとり方
などを教えています。受講者はすでに1,000
名を超え、社員の国際感覚の醸成に効果を
上げています。

プログラムの概要
● 執行役員・理事のなかから社長の指名で選抜
● 研修形態は集合研修やレポート作成
● 最終試験では、経営陣に対する経営ビジョンのプレゼンも課される

アサヒ・エグゼクティブ・インスティテュート
Asahi Exective Institute

広く一般の社員が参加できる「国際塾」も開催

ハリウッドのイベントに
現地担当者と参加
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特　集

長期ビジョンの
実現をめざして
Vol.1

現在、「グローバル・チャレンジャーズ・プログラム」には10名の社員が参加し、
海外市場の開拓に挑戦しています。
そんな社員のなかから、ヨーロッパ、北米、アジアにいる4名の取り組みを紹介します。

ヨーロッパ
EUROPE

将来を見据えた
人脈づくりに注力。
欧州支店の管轄エリアにあるマー
ケットや提携先を訪問して、ビジネス
の芽を探っています。日本との違い
を肌で感じる毎日ですが、まずは当
地での生活に慣れ親しむことを心が
けています。培った人脈を将来のビ
ジネスへとつなげ、当社商品のシェ
アアップに貢献できればと思ってい
ます。

ヨーロッパ
龍道 友和

アジア
ASIA

行動観察や聞き取り調査で
若年層のニーズを把握。
中国都市部の若年層は「消費」とい
う観点からとても魅力的な層であ
り、当社ファンの若者を育成すること
は持続的な成長を図るうえで重要な
ポイントになります。そこで私は、若
年層から支持される画期的な商品を
提案できるよう、行動観察や聞き取
り調査を実施して彼らの指向や考え
の把握に努めています。

中国
岡田 悟

北　米
NORTH AMERICA

多様な人々に愛される
商品を生み出す。
アメリカでは、人種も文化的背景も
異なる人々が同じ法のもとで生活し
ていることもあり、自分の意見をしっ
かりと主張する一方で、相手の意見
を尊重する風土があります。多様な
人々が集まり、風土も異なるアメリカ
で愛される商品や効果的なPR手法
を生み出し、積極的に提案していき
たいと思っています。

アメリカ
渡部 健治

アジア
ASIA

日々の触れ合いを通じて
アサヒファンをつくる。
中国内陸部におけるアサヒの知名度
アップに力を注いでいます。文化や価
値観などの違いからスムーズに意思
疎通することが難しいケースもあり
ますが、「将来のビジネスチャンスに
つながるヒントが見つかれば」と、自
分自身の壁を取り払って多くの人た
ちと触れ合うように心がけています。

中国
百田 将志

挑戦者たちの声
「グローバル・チャレンジャーズ・プログラム」に参加して
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特　集

長期ビジョンの
実現をめざして
Vol.1

アサヒ飲料㈱
果汁飲料

バヤリース オレンジ
「バヤリース」ブランドが
日本発売60周年を迎えました。
1938年に米国で誕生した「バヤリース」ブ

ランドは、1951年、本格的な果実飲料の先

駆けとして日本に登場しました。日本発売

60周年を迎える本年、「果実で世界をつな

ぐ、バヤリース」をテーマに、果実のおいし

さで飲む人・つくる人が幸せを分かち合え

る、「100年ブランド」の育成をめざします。

1938　アメリカで誕生
米国の科学者フランク・バヤリー氏が果汁殺菌方法を発明。果
汁飲料「バヤリース」が生まれる。

1945　「バヤリース オレンヂ」が日本上陸
規制のため米軍関係に限定して販売される。

1951　アサヒビールが国内販売開始
ウィルキンソン社と販売契約を締結。本格的な果汁飲料の先駆
けとして販売。
※  バヤリース・オレンヂ・ジャパン社からウィルキンソン社が受託して

生産していました。

1980　「バヤリース」の商標権と事業を取得
バヤリース・オレンヂ・ジャパン社から商標権と事業を取得し、
ブランド展開をさらに加速。

2011　国内発売60周年！

特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

2011年4月5日発売
PET450mℓ／140円

（他の容器容量もあります）

バヤリースブランドの歴史

ア サ ヒ ニ ュ ー ス ク リ ッ プ

マーケティング本部
ブランド開発部
森内 美帆

指定農園で育った
バレンシア

オレンジを使用

瓶のイメージを
現代風に

アレンジした
瓶型PETボトル

「バヤリース オレンヂ」缶250g
発売時のポスター（1959年）

甘味と酸味を
ベストバランス

60 周 年
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超爽快な
キレ味

アサヒビール㈱
新ジャンル

アサヒ 一番麦

アサヒビール㈱
新ジャンル

アサヒ ブルーラベル

大規模調査をもとに、飲みごたえにこだわった新ジャンルを開発しました。

累計5,000名にも及ぶヒアリング調査をもとに、麦100%なら

ではの本格的な飲みごたえが特長の新ジャンルを開発しまし

た。麦のうまさに徹底的にこだわって、通常の1.5倍の麦を贅

沢に使用しました。また、仕込条件や煮沸条件を工夫して、上

質な麦の香り成分を引き出すことで、さわやかな後味を実現

していますので、ぜひ一度お試しください。
※  一番麦汁：麦汁とはアルコールの生成に必要な糖を含んだ液体。麦汁

をつくる過程で最初にできるのが一番麦汁。

キレ味は超爽快、糖質はゼロの新ジャンルです。

今回発売する「アサヒ ブルーラベル」は、超爽快なキレ味とア

ルコール分4%の飲みごたえが楽しめる、糖質ゼロ※の新ジャン

ルです。仕事のあとやお風呂上がりなど、気分をすっきりさせた

い時にピッタリの味わいに仕上げています。海と空の爽快な景

色をイメージしたパッケージデザインにも注目してください。
※  栄養表示基準にもとづき、糖質0.5g（100㎖あたり）未満を糖質ゼロと

しています。

2011年3月1日発売
缶350mℓ、缶500mℓ／希望小売価格は

設定していません。

2011年4月5日発売
缶350mℓ、缶500mℓ／希望小売価格は

設定していません。

「一番麦汁※」
のみを使用

爽快な
イメージの
デザイン

上質な麦の
うまみ

麦100%
ならではの
飲みごたえ

アサヒニュースクリップ

マーケティング本部
マーケティング第一部
西村 壮一郎

マーケティング本部
マーケティング第一部
寺門 誠

糖質ゼロ※

新 発 売

新 発 売
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㈱エルビー
健康飲料

J
ジ ョ イ サ プ リ

oysupli 2種

アサヒフードアンドヘルスケア㈱
ダイエットサポート食品

スリムアップスリム プレシャス
ダイエットケア 果実ゼリー

おいしく健康をサポートするドリンクサプリを新発売しました。

ドリンクサプリ「Joysupli」の2商品を発売しました。「コラー

ゲン5000」はレベルアップコラーゲン5000mg、美体質乳酸

菌30mgを配合した若さサポート飲料、「ブルーベリー＆カシ

ス」はビルベリーエキスにカシスエキスとルテインを配合した

アイケア飲料です。おいしさと機能性を両立した新提案です。

毎日の健康維持にお役立てください。

牛乳を混ぜるだけでつくれるダイエットケア果実ゼリーです。

美体質ダイエットを応援する「スリムアップスリム」シリーズか

ら、果実ゼリーを新発売しました。果肉がたっぷり入っている

ので食べごたえがあるうえ、コラーゲンやマルチビタミンなど

の美容成分もしっかりと配合しています。つくり方は簡単！ 牛

乳を混ぜるだけですので、皆様ぜひ一度お試しください。

2011年3月22日発売
125mℓ／140円

2011年3月7日発売
6食入り／2,500円

おいしく
健康サポート

美容成分
配合

多彩な
テイスト

ヘルスアンドビューティケア
商品開発室
髙木 由紀

マーケティング統括部
LL 開発部グループ

木野 未菜

簡単に
つくれる

新 発 売

新 発 売
おいしさと
食べごたえ

特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。
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ア サ ヒ ニ ュ ー ス ク リ ッ プ

和光堂㈱
乳児用食品

グーグーキッチン

天野実業㈱
スープ

おこげのスープ 3種

グーグーキッチンのラインナップを
40アイテムに拡大しました。

月齢に合わせた固さ設計とバナナのような食感で「赤ちゃん

がよく食べてくれる」とのご評価をいただいている「グーグー

キッチン」シリーズに、小魚、レバー、青魚などを使用したメ

ニューや7大アレルゲン不使用のメニューなどを追加しまし

た。40品の充実のラインナップで、お客様の多様なニーズに

お応えしていきます。

国産もち米を使用した
おこげの食感が楽しめるスープです。

国産もち米100%のおこげ入りのスープを新発売しました。

そのまま食べるとサクッとした食感が楽しめ、スープに浸すと

もっちりとした食感が味わえます。スープは素材本来のおいし

さをお楽しみいただきたいと考えて、化学調味料を使わずコ

クのある味わいに仕上げました。中華野菜、海鮮、京水菜の3

種類の味をお楽しみください。

2011年3月8日発売
80g／165円

2011年3月1日発売
15g（中華野菜）、13.5g（海鮮）、

16.5g（京水菜）／180円

具の野菜は
100%国産

赤ちゃんの
発達に合わせた

固さ設計

研究開発一部
齋藤 主

営業本部 マーケティング部
商品企画チーム
柳澤 厚子

化学調味料
無添加

新 発 売

新 発 売

バナナの
ような食感

特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

お湯を
注ぐだけで

つくれる国産もち米
100%の

おこげ入り
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香ばしく
ふくよかな

味わい

乳化剤･
香料無添加

ノンカフェイン

アサヒグループは、2007年のアサヒビール㈱とカゴメ㈱と

の業務・資本提携以来、研究・商品開発などさまざまな分野

でそのシナジーの最大化に取り組んできました。その一環と

して、アサヒ飲料㈱では昨年12月、カゴメ㈱から「六

条麦茶」ブランドの製造・販売権を取得。本年4月

からアサヒ飲料ブランドとして販売します。「六条麦

茶」は高い認知率を有するロングセラーブランドで

す。アサヒ飲料㈱では、総合飲料メーカーとしての強

みを活かして「六条麦茶」ブランドの活性化を図り、

飲料市場におけるシェア拡大をめざします。

アサヒビール㈱は、社団法人日本IR協議会の2010年度（第15回）

「IR優良企業賞」で同賞を受賞しました。この賞はIR（投資家様

などへの情報開示）の主旨を深く理解し、取り組んでいる企業を

評価・表彰するものです。今後もこの受賞を励みとし、IR活動を充

実させていきます。

「第15回IR優良企業賞」を受賞

カゴメ㈱から
「六条麦茶」ブランドを取得

主な評価ポイント

●  経営陣が積極的にIR活動に取り組んでいること
●  株主・投資家の皆様のニーズに応えてタイムリーな情報発

信を行っていること

13S P R I N G



昨年8月～10月にかけて「うまい！を

明日へ！」プロジェクトの第4弾を実

施しました。これは「アサヒ スーパー

ドライ」の売上の一部を、全国47都

道府県ごとに設定した自然環境や

文化遺産などの保護・保全活動に寄

付する取り組みです。多くの皆様に

ご愛飲いただき、寄付金総額は4億

1,242万3,716円となりました。

昨年12月9日～12月11日、日本最大級の環境展示会「エコプロダクツ

2010」に出展しました。「自然の恵みを、明日へ。」をテーマに、昨年が生

物多様性年であったこ

とを踏まえて、グループ

各社の生物多様性保全

の多彩な取り組みを紹

介しました。

「うまい！を明日へ！」
プロジェクト第4弾を実施

「エコプロダクツ2010」に出展

過去の結果報告や都道府県別の寄付先などを
ご紹介するスペシャルサイトを開設しています。

 http://www.asahibeer.co.jp/superdry/umaasu/

展 示ブ ースには 社 有 林
「アサヒの森」で産出され
た間伐材を利用しました。

アサヒグループの
生物多様性保全へ
の取り組みをパネ
ルで紹介しました。
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財務ハイライト （各年度：1月1日～12月31日）

20,000

10,000

0
2008年度 2009年度 2010年度

14,89514,627 14,725

1.2

（億円）

売上高 ■酒類事業  ■飲料事業  ■食品事業  ■その他

（前年度比+170億円）

%
増

酒類事業は減収でしたが、飲料
事業と食品事業の増収やシュ
ウェップス・オーストラリア社の
売上が通年で加わったことな
どにより、全体では増収となり
ました。

up

1,000

500

0
2008年度 2009年度 2010年度

15.2
（前年度比+126億円）

%
増up

営業利益

シュウェップス・オーストラリア
社の通年寄与に加え、収益構
造改革などによって酒類・飲
料・食品の各事業で増益とな
り、全体でも増益となりました。

（億円） 
945

828

953

0
2008年度 2009年度 2010年度

600

300

11.4
（前年度比+54億円）

%
増up

当期純利益

生産体制の再編などにより特
別損益は悪化しましたが、経
常利益の増加によって過去最
高の当期純利益となりました。

（億円） 

531

450
476

1,000

500

0
2008年度 2009年度 2010年度

11.7
（前年度比+106億円）

%
増up

経常利益

金融・その他収支は悪化しま
したが、青島　酒股　有限公
司の持分法適用により持分法
投資損益が増加したことなど
により、過去最高の経常利益
となりました。

（億円） 1,011
965

905

連 結 業 績 の ご 報 告
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連 結 業 績 の ご 報 告

セグメント情報 （各年度：1月1日～12月31日）

1,200

400

800

0

（億円）

営業利益

2008年度 2009年度 2010年度

7.2
（前年度比+57億円）

増
%

up

846908
789

100

0

50

-50

総合酒類

4.0減down

% 16.9 %増up

79.8%増up

7.0減down

%
up 2.1増%

焼酎 洋酒 その他ワイン低アルコール飲料

15,000

5,000

10,000

0

（億円）

売上高

2008年度 2009年度 2010年度

9,3599,957 9,582 2.3
（前年度比-223億円）

減down

%

30

-10

20

10

0

-30

-20

（億円）

ビール類

ビール 新ジャンル

発泡酒

ビール類合計

4.0減down

% 3.8減down

%
down25.7%減

18.8%増up

酒類事業　主な事業会社：アサヒビール㈱

カテゴリー別前期比較 ［売上高で算出］（％） 

ビール▶より幅広いお客様から「アサヒ スーパードライ」へのご支
持をいただけるよう、“エクストラコールド”の展開や“「うまい！を明
日へ！」プロジェクト”の継続実施など、情報発信や販売促進活動を
展開しました。

発泡酒▶“糖質ゼロ”※のパイオニアである「アサヒ スタイルフ
リー」のクオリティアップや消費者キャンペーンを実施しました。

新ジャンル▶「クリア アサヒ」「アサヒ オフ」のブランド強化に取り
組むとともに、3月に「アサヒ ストロングオフ」、9月に「アサヒくつろ
ぎ仕込み＜4VG＞」を発売するなど、お客様の多様なニーズに対
応する商品を提案しました。

焼酎▶「芋焼酎 かのか黒麹仕込み」のリニューアルなど「かのか」
ブランドの強化と、5月に発売した「本格芋焼酎 薩摩 こく紫」の販
売促進活動に取り組みました。

低アルコール飲料▶「アサヒ Slat（すらっと）」など既存商品の充実
と、「アサヒ チューハイ果実の瞬間」「アサヒ スパークス」など新た
なブランドの育成に取り組みました。

洋酒▶ハイボール市場の需要拡大などにより「ブラックニッカ クリ
アブレンド」の売上が引き続き好調に推移するなど、前期を大幅に
上回る売上となりました。

ワイン▶「サントネージュ」ブランドの育成や、「ルイ・ラトゥール」
「ゾーニン」などを中心に、商品の多彩さを活かした拡販活動に取
り組みました。

連 結 業 績 の ご 報 告

※ �栄養表示基準にもとづき、糖質0.5g（100㎖あたり）未満を糖質ゼロと
しています。
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0

（億円）

営業利益

2008年度 2009年度 2010年度

49

6 7
608.4
（前年度比+42億円）

増
%

up

30

10

20

0

40
（億円）

営業利益

2008年度 2009年度 2010年度

36

19

27

32.4
（前年度比+9億円）

増
%

up

4,000

2,000

0

（億円）

売上高

2008年度 2009年度 2010年度

3,916
3,167

3,552

10.2
（前年度比+364億円）

増
%

up

1,200

800

400

0

（億円）

売上高

2008年度 2009年度 2010年度

954
792

924

3.3
（前年度比+30億円）

増
%

up

69.3
（前年度比+6億円）

%
増up0.2

（前年度比-1億円）
減down

%
666億円 15億円
売上高 営業利益

飲料事業　主な事業会社：アサヒ飲料㈱、SCHWEPPES�AUSTRALIA�PTY�LIMITED（豪州）、ヘテ飲料（韓国）

食品事業　主な事業会社：アサヒフードアンドヘルスケア㈱、和光堂㈱、天野実業㈱

その他事業

アサヒフードアンドヘルスケア㈱▶基幹ブランドでの新商品・リ
ニューアル商品の継続投入や積極的な広告展開、販売促進活動
を実施し、売上を伸ばすことができました。

外食事業と物流事業の業務拡大によっ
て、厳しい環境のなか、前期並みの売上
高となりました。

アサヒ飲料㈱▶基幹ブランドの強化を推進するとともに、5月から糖類ゼロ※の「アサヒ TeaO（ティオ）」を発売するなど市場の活性化
にも取り組みました。また、7月から「六甲のおいしい水」を発売し、全体での販売数量は8年連続で伸長しました。

和光堂㈱▶既存商品のリニューアルやラインナップの拡充など
を継続したことでベビーフード「グーグーキッチン」などが好調
に推移し、前期の売上を上回ることができました。

※ �栄養表示基準にもとづき、糖類0.5g（100㎖あたり）未満を糖類ゼロとしています。
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連 結 業 績 の ご 報 告
連 結 財 務 諸 表
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0
2009年度 2010年度

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

0
2009年度 2010年度

流動資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

株主資本

固定負債

流動負債

評価・換算差額等
122 少数株主持分

5

14,337

4,211

14,054

14,054

5,571

1,218

3,0543,054

4,280

14,337

5,991

1,407

2,6582,658

42
170

5,564

2,822

5,738

5,564

2,822

5,738 4,9994,999

2,9282,928

5,9995,999

資産の部

負債・純資産の部

（億円） 

（億円） 

貸借対照表 （12月31日現在）

有形固定資産

関西地区での生産体制の再編に伴う

臨時償却などによって減少しました。

投資その他の資産

主に頂新グループの持株会社の株式

取得によって投資有価証券が増加しま

した。

流動負債

事業投資の減少によって資金を短期

借入金の返済などに充てたため金融

債務が減少しました。
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15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

2,000

0

1,000

0

（億円） （億円） 売上高

※括弧内は対前年度比 ※括弧内は対前年度比

売上
総利益

販売費及び
一般管理費

営業利益

営業外
収益

営業外
費用 経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前
当期純利益

法人税等 当期
純利益

売上原価

現金及び
現金同等物の
期首残高

非連結子会社
との合併に伴う
現金及び現金
同等物の増加額

投資活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー

連結の範囲の
変更に伴う
現金及び
現金同等物の
増減額

現金及び
現金同等物に係る
換算差額

14,895
（+170）

9,433
（△151）

5,461
（+321）

4,508
（+195）

14,895
（+170）

9,433
（△151）

5,461
（+321）

4,508
（+195）

953
（+126）

132
（△28）

74
（△8）

361
（+165）

447
（+227）

881925（+44）

409
（△5）

少数株主
損失
△15
（△5）

531
（+54）

01,011
（+106）

181
（+54）

1,256
（+193）
1,256
（+193）

△908
（△1,694）

2
（－）

現金及び
現金同等物の
期末残高

108
（△73）

△3
（△9）

0
（△5）

財務活動による
キャッシュフロー

△418
（+1,388）

損益計算書 （2010年1月1日～12月31日） 

売上総利益

シュウェップス・オーストラリア社の1月～3月の業績が加わったこと

や、飲料事業、食品事業の売上増加、酒類事業、飲料事業での製

造原価の削減などによって、前期比321億円の増加となりました。

販売費及び一般管理費

シュウェップス・オーストラリア社の1月～3月の販売費及び一般

管理費が加わったことや、猛暑などによるアサヒ飲料㈱の売上拡

大に伴う販売費の増加などにより195億円増加しました。

特別利益

康師傅飲品控股有限公司の株式を一部売却したことによる売却

益323億円を計上したため、増加しました。

特別損失

関西地区での生産体制再編に伴う損失198億円や減損損失136

億円を計上したため増加しました。

19S P R I N G



連 結 業 績 の ご 報 告
連 結 財 務 諸 表

「六甲のおいしい水」事業の取得などの事業投資を実施しました

が、昨年のオーストラリアにおける飲料事業取得や青島　酒股　

有限公司の株式取得に比べて金額が少額だっため、支出が減少

しました。

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

2,000

0

1,000

0

（億円） （億円） 売上高

※括弧内は対前年度比 ※括弧内は対前年度比

売上
総利益

販売費及び
一般管理費

営業利益

営業外
収益

営業外
費用 経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前
当期純利益

法人税等 当期
純利益

売上原価

現金及び
現金同等物の
期首残高

非連結子会社
との合併に伴う
現金及び現金
同等物の増加額

投資活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー

連結の範囲の
変更に伴う
現金及び
現金同等物の
増減額

現金及び
現金同等物に係る
換算差額

14,895
（+170）

9,433
（△151）

5,461
（+321）

4,508
（+195）

14,895
（+170）

9,433
（△151）

5,461
（+321）

4,508
（+195）

953
（+126）

132
（△28）

74
（△8）

361
（+165）

447
（+227）

881925（+44）

409
（△5）

少数株主
損失
△15
（△5）

531
（+54）

01,011
（+106）

181
（+54）

1,256
（+193）
1,256
（+193）

△908
（△1,694）

2
（－）

現金及び
現金同等物の
期末残高

108
（△73）

△3
（△9）

0
（△5）

財務活動による
キャッシュフロー

△418
（+1,388）

キャッシュフロー計算書 （2010年1月1日～12月31日） 

営業活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益が増加したことに加え、工場再編関連

損失や減損損失などの非キャッシュ費用が増加したため、収入が

増加しました。

投資活動によるキャッシュフロー

財務活動によるキャッシュフロー

前期に比べて大きな投資がなく、営業活動で得たキャッシュを短期

借入金など金融債務の返済に充てたため、支出が増加しました。
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胃

小腸

肝臓

最終的に脳に到達する
アルコール量が減り、
酔いがまわりにくくなる

アルコ－ルが
胃にとどまる時間が
長くなる

●

●胃でアルコールが
分解される割合が
増える

血中に入る
アルコールが減る

「お酒を飲む時、何かを一緒に食べると酔いがまわりにくい」。このことは以前から多くの
人々の間で経験則として知られていましたが、アサヒビール㈱の「食の基盤技術研究所」は、
日本医科大学と共同で、飲酒時に食事をとると酔いがまわりにくいのは“胃の働き”が大きく
関係していることを明らかにしました。

「食べながら飲むと酔いがまわりにくい」
その正体は“胃の働き”だった発見

アルコールを摂取する時に食事をすると・・・
●アルコールが胃にとどまる時間が延びる
●胃で分解されるアルコールの割合が増える

血中に入るアルコール量が減
り、何も食べずに飲酒した場合
に比べて酔いにくくなる！

※ 酔いとは・・・
分解されずに血中に入ったアルコールが脳に達し、脳を麻痺
させることで起こります。

結 論

★酔いの状態の目安がわかる計算式
最高血中アルコール濃度（％）
＝アルコールの摂取量÷体重の2/3×100
※詳しくはWEBへ
（「人とお酒のイイ関係 酔いのメカニズム」で検索）

アサヒグループでは、「世界の人々の健康で豊かな社会の実現に貢献する」という経営理念のもと、
さまざまな研究開発活動に取り組んでいます。このコーナーでは、注目を集めている近年の研究成果をご紹介します。

研 究 結 果

アサヒグループは、酒文化の健全な発展をめざすとともに、アルコール飲料の
特性を認識し、適正飲酒の推進に組織的かつ継続的に取り組むことにより社
会的責任を果たし、人々の健康で豊かな社会の実現に努力してまいります。
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事業年度

定時株主総会

期末配当金支払株主確定日

中間配当金支払株主確定日

単元株式数

株主名簿管理人及び特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人事務取扱場所

公告の方法
　
　
　

上場金融商品取引所

1月1日から12月31日まで

3月（基準日12月31日）

12月31日

6月30日

100株   

大阪市中央区北浜四丁目5番33号 住友信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲二丁目3番1号 住友信託銀行株式会社 証券代行部

電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告によることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
http://www.asahibeer.co.jp/ir/koukoku.html

東京証券取引所・大阪証券取引所

②特別口座に記録された株式

・単元未満株式の買取・買増請求
・特別口座から証券口座への振替請求
・届出住所・姓名などのご変更
・配当金の受領方法・振込先のご変更

・郵送物の発送と返戻に関するご照会
・支払期間経過後の配当金に関するご照会
・株式事務に関する一般的なお問い合わせ

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

特別口座の
口座管理
機関

株主名簿
管理人

住友信託銀行
株式会社
証券代行部

株式に関するお手続きは、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に記録されている場合で、下記のとおり異なりますので、
該当の窓口にお問い合わせください。

株式に関するお手続きについて

①証券会社の口座に記録された株式

・郵送物の発送と返戻に関するご照会
・支払期間経過後の配当金に関するご照会
・株式事務に関する一般的なお問い合わせ

・単元未満株式の買取・買増請求
・届出住所・姓名などのご変更
・配当金の受領方法・振込先のご変更

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

株主名簿
管理人

口座を開設されている
証券会社

住友信託銀行
株式会社
証券代行部

住友信託銀行株式会社 証券代行部

株式に関するその他のお問い合わせ窓口：アサヒビール株式会社  総務法務部  株式担当  TEL.03-5608-5113

®0120-176-417 オペレーター対応（平日9：00～17：00　土・日・祝日を除く）
 郵便物の送付先           〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10

 電話照会先 　

 ホームページ              http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/index.html

商号
　

本店所在地

設立

資本金

従業員数
　
　

会計監査人

アサヒビール株式会社
（ASAHI BREWERIES,LTD.）

〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

1949年（昭和24年）9月1日

1,825億3,119万4,085円

3,576名
※ 従業員数は就業人員であり、当社への出向者（177名）を含み、
　 関係会社への出向者を除いています。

有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

役員（2011年3月26日現在）

　代表取締役会長

　代表取締役社長

　代表取締役副社長

　常務取締役 兼　
　常務執行役員

　取締役 兼
　執行役員

　社外取締役

　監査役

　社外監査役

　【執行役員】

　常務執行役員
 

　執行役員

荻田 伍

泉谷 直木

本山 和夫

小路 明善 川面 克行 長尾 俊彦

古田土 俊男 殿塚 宜弘

坂東 眞理子 田中 直毅 伊藤 一郎

西野 伊史 掛貝 幸男

櫻井 孝頴 中村 直人 石崎 忠司

　　

松延 章 山﨑 史雄 谷口 憲二
金谷 高義 竹本 秀明

丸山 高見 髙橋 勝俊 平野 伸一
青木 賢吉 渋谷 博久 野原 優
片桐 寛 柴田 和憲 池田 史郎
丸田 公成 白石 行洋 荒ヶ田 和也
川下 博史 奥田 好秀 尚山 勝男
杉浦 康誉 角田 哲夫 稲山 裕泰
塩澤 賢一

発行済株式総数

当期末株主数

483,585,862株

131,262名（前年期末比11,354名増）

所有者別株式分布

大株主（上位10名）
株主名

※当社は自己株式を18,220千株保有しておりますが、上記の大株主からは除外
　しています。

※ 持株数は千株未満を切り捨て、持株比率は小数点第二位を四捨五入して表示して
　 います。

持株数
（千株）

持株比率
（％）

持株数 持株比率

持株数 持株比率
所有株式数別株式分布

■500万株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上

■1千株以上

■1百株以上

■1百株未満

36.8%

31.9%

15.3%

4.3%

8.4%

3.2%

0.1%

178,149千株

154,318千株

74,089千株

20,593千株

40,763千株

15,220千株

451千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

旭化成株式会社　

第一生命保険株式会社　

富国生命保険相互会社　

JP MORGAN CHASE BANK 380055 　

株式会社三井住友銀行　

住友信託銀行株式会社　

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

住友生命相互会社　

合計

25,021

22,417

18,785

16,920

16,883

10,757

9,028

8,126

7,112

7,090

142,142

5.2%

4.6%

3.9%

3.5%

3.5%

2.2%

1.9%

1.7%

1.5%

1.5%

29.4%

■金融機関

■外国法人等　

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■証券会社

■政府・地方公共団体

181,985千株

125,157千株

78,438千株

65,601千株

18,220千株

14,181千株

3千株

37.6%

25.9%

16.2%

13.6%

3.8%

2.9%

0.0%

連結業績のご報告
会社概要（2010年12月31日現在） 株式の状況（2010年12月31日現在）
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事業年度

定時株主総会

期末配当金支払株主確定日

中間配当金支払株主確定日

単元株式数

株主名簿管理人及び特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人事務取扱場所

公告の方法
　
　
　

上場金融商品取引所

1月1日から12月31日まで

3月（基準日12月31日）

12月31日

6月30日

100株   

大阪市中央区北浜四丁目5番33号 住友信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲二丁目3番1号 住友信託銀行株式会社 証券代行部

電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告によることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
http://www.asahibeer.co.jp/ir/koukoku.html

東京証券取引所・大阪証券取引所

②特別口座に記録された株式

・単元未満株式の買取・買増請求
・特別口座から証券口座への振替請求
・届出住所・姓名などのご変更
・配当金の受領方法・振込先のご変更

・郵送物の発送と返戻に関するご照会
・支払期間経過後の配当金に関するご照会
・株式事務に関する一般的なお問い合わせ

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

特別口座の
口座管理
機関

株主名簿
管理人

住友信託銀行
株式会社
証券代行部

株式に関するお手続きは、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に記録されている場合で、下記のとおり異なりますので、
該当の窓口にお問い合わせください。

株式に関するお手続きについて

①証券会社の口座に記録された株式

・郵送物の発送と返戻に関するご照会
・支払期間経過後の配当金に関するご照会
・株式事務に関する一般的なお問い合わせ

・単元未満株式の買取・買増請求
・届出住所・姓名などのご変更
・配当金の受領方法・振込先のご変更

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先

株主名簿
管理人

口座を開設されている
証券会社

住友信託銀行
株式会社
証券代行部

住友信託銀行株式会社 証券代行部

株式に関するその他のお問い合わせ窓口：アサヒビール株式会社  総務法務部  株式担当  TEL.03-5608-5113

®0120-176-417 オペレーター対応（平日9：00～17：00　土・日・祝日を除く）
 郵便物の送付先           〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10

 電話照会先 　

 ホームページ              http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/index.html

商号
　

本店所在地

設立

資本金

従業員数
　
　

会計監査人

アサヒビール株式会社
（ASAHI BREWERIES,LTD.）

〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

1949年（昭和24年）9月1日

1,825億3,119万4,085円

3,576名
※ 従業員数は就業人員であり、当社への出向者（177名）を含み、
　 関係会社への出向者を除いています。

有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

役員（2011年3月26日現在）

　代表取締役会長

　代表取締役社長

　代表取締役副社長

　常務取締役 兼　
　常務執行役員

　取締役 兼
　執行役員

　社外取締役

　監査役

　社外監査役

　【執行役員】

　常務執行役員
 

　執行役員

荻田 伍

泉谷 直木

本山 和夫

小路 明善 川面 克行 長尾 俊彦

古田土 俊男 殿塚 宜弘

坂東 眞理子 田中 直毅 伊藤 一郎

西野 伊史 掛貝 幸男

櫻井 孝頴 中村 直人 石崎 忠司

　　

松延 章 山﨑 史雄 谷口 憲二
金谷 高義 竹本 秀明

丸山 高見 髙橋 勝俊 平野 伸一
青木 賢吉 渋谷 博久 野原 優
片桐 寛 柴田 和憲 池田 史郎
丸田 公成 白石 行洋 荒ヶ田 和也
川下 博史 奥田 好秀 尚山 勝男
杉浦 康誉 角田 哲夫 稲山 裕泰
塩澤 賢一

発行済株式総数

当期末株主数

483,585,862株

131,262名（前年期末比11,354名増）

所有者別株式分布

大株主（上位10名）
株主名

※当社は自己株式を18,220千株保有しておりますが、上記の大株主からは除外
　しています。

※ 持株数は千株未満を切り捨て、持株比率は小数点第二位を四捨五入して表示して
　 います。

持株数
（千株）

持株比率
（％）

持株数 持株比率

持株数 持株比率
所有株式数別株式分布

■500万株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上

■1千株以上

■1百株以上

■1百株未満

36.8%

31.9%

15.3%

4.3%

8.4%

3.2%

0.1%

178,149千株

154,318千株

74,089千株

20,593千株

40,763千株

15,220千株

451千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

旭化成株式会社　

第一生命保険株式会社　

富国生命保険相互会社　

JP MORGAN CHASE BANK 380055 　

株式会社三井住友銀行　

住友信託銀行株式会社　

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

住友生命相互会社　

合計

25,021

22,417

18,785

16,920

16,883

10,757

9,028

8,126

7,112

7,090

142,142

5.2%

4.6%

3.9%

3.5%

3.5%

2.2%

1.9%

1.7%

1.5%

1.5%

29.4%

■金融機関

■外国法人等　

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■証券会社

■政府・地方公共団体

181,985千株

125,157千株

78,438千株

65,601千株

18,220千株

14,181千株

3千株

37.6%

25.9%

16.2%

13.6%

3.8%

2.9%

0.0%

株主メモ
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飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。

http://www.asahibeer.co.jp お客様相談室　　®0120-011-121

免責事項

本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するもので
はありません。また、本誌に記載された意見や予測などは、本誌作成時
点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、
今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづ
いて被ったいかなる損害についても、当社および情報提供者は一切責
任を負いませんので、ご承知おきください。




